
＜お知らせ＞ 

企画展「水の情景 ― 大観の描く海・川」横山大観記念館にて開催中 

2025 年 12 月 21 日（日）まで 

横山大観記念館（東京都・台東区） 

 

横山大観記念館（東京都台東区）では、2025 年 12 月 21 日（日）まで、企画展「水の情景 ― 

大観の描く海・川」を開催中です。 

富士山の画家として広く知られる横山大観ですが、その画業は多岐にわたり、花鳥画や風景画

など多彩な作品を残しています。本展ではその中でも特に、大観が生涯を通して追究した“水”

の表現に焦点をあてました。 大観は、水面に映り込む光、波の揺らぎ、流れのリズムなどを独

自の筆致で描き出し、繊細かつ雄大な水の世界を構築しました。本展では、そうした水の情景

を中心とした作品を通して、大観の創造力と技法の幅広さをご覧いただけます。 

 

●横山大観記念館ならではの秘蔵の所蔵作品を公開 

横山大観記念館が所蔵する「海」や「川」をテーマとする作品群からは、大観の制作過程や独自

の手法を読み解くことができます。画家本人が暮らし、制作した邸宅とアトリエ空間ならではの

臨場感のなかで、大観の息遣いを感じながら作品をお楽しみください。 

《月見布袋》   館内 

布袋は七福神のひとりで、 金運、家庭円満、健康などのご利益をもたらす神様として広く信仰

されています。 本作では、満月と、それを水に浮かべた船でくつろぎながら愛でる布袋が描か

れています。月と布袋の間には漠然とした空間が広がり、淡い地塗りがほどこされています。

これが観る者に想像の余地を与えると同時に、空気、光の存在を表しており、「朦朧体」と呼ば

れた表現の試みとみることができます。ガラスケースなしの床の間でぜひじっくりとご鑑賞く

ださい。 

  



●大観最後の絵巻「四時山水」 

 

 

 

横山大観最後の絵巻物《四時山水》は日本美術院創立 50 周年を記念して制作されました。全

長 27 メートルに及ぶ大作には、朝日の山から月の海辺まで、日本の名勝地と共に、春夏秋冬

の自然美が描かれています。本展示では、晩夏の嵯峨野の竹林から秋の保津川の紅葉部分を

公開しています。 

 

【開催概要】 

 ◎企画展  「水の情景 ― 大観の描く海・川」  

 ◎会 期  2025 年 10 月 16 日(木）～2025 年 12 月 21 日（日） 

 ◎休館日  月・火・水 

 ◎会 場  横山大観記念館 

 ◎所在地  東京都台東区池之端１－４－２４ 

 ◎開館時間 10:00～16:00（入館は閉館 30 分前迄）12 月 21 日は 15:00 閉館 

 ◎入館料  一般 800 円、中高生 650 円、小学生 300 円 障がい者割引あり 

       ※詳細はホームページでご確認ください。 

       （https://taikan.tokyo） 

 

●次回企画展 開館 50 周年記念「霊峰の美ー大観が描く富士」 

        2026 年 1 月 8 日（木）～2026 年 3 月 29 日(日） 

        歌舞伎座の第一緞帳《霊峰飛鶴》の原画等、大観の富士山作品を大公開     

《霊峰飛鶴》 

 

＜連絡先＞ 

横山大観記念館 学芸員 佐藤・横山  

☎０３－３８２１－１０１７ 木～日 10:00～16:00 

https://taikan.tokyo/

